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　弊社は、60 年以上東海 4 県（愛知、

岐阜、三重、静岡）を中心に計測機器

の販売を行う商社です。時代と共に変

革を重ね、現在では「計測機器の販売・

計測機器のメンテナンス・特注システ

ムの開発・オリジナルブランド商品の

開発」を行っています。

　今回紹介する商品は、顕微鏡等に設

置できる「コンパクト」さと試験中に

観察点がずれない「高い位置精度」更

にデジタルデータとリンクした「動画

取込」機能を備えた【その場観察用応

力負荷試験機】です。本試験機を電子

顕微鏡・光学顕微鏡（レーザー、偏

光等）・ラマン分光・AFM・エリプソ

メータ等と組合せて使用することによ

りハイブリットな解析が可能です。組

合せて使用することを想定し、小型に

設計されていますが、単体でも引張圧

縮試験機として使用可能です。｛多彩

な機能を有する専用のアプリケーショ

ンが付属します｝用途に応じて選択

できるように「最大荷重 300 ニュー

トン（透過窓あり）、型式：ISL-T300

と「最大荷重 500 ニュートン、型式：

ISL-S500」の 2 ラインナップを揃え

ています。

　本商品の開発は、以前開発した特注

機器からヒントを貰い本商品が活用さ

れる分野、ニーズを商社ならではの情

報収集力を基に商品化の検討を行いま

した。その結果、同様の試験機が製品

化された例が少なく研究者が独自また

は特注で製作しているのが現状でし

た。既に市販されている数少ない他社

製品には、Ａ：小型の観察装置や電子

　顕微鏡への設置ができない。Ｂ：観

察点のずれを軽減する機能がなく高倍

率下では観察点がすぐにフレームアウ

トしてしまいリアルタイム観察には向

かない。Ｃ：荷重・変位のデジタル

データと同期した画像データを取込め

ない。等の背景があり本商品の開発に

着手しました。なお本試験機の開発に

は、平成 24 年度ものづくり中小企業・

小規模事業者試作開発等支援補助金を

活用しました。

　本商品の主な特徴は、①顕微鏡等の

狭いスペースに設置できるように小型

（特に薄型）に設計、②左右対称の特

殊ロードセルを使用し、チャック部を

左右両開き構造とした。それにより観

察中の試料中心部（観察ポイント）の

ずれを大幅に低減、③透過が必要な偏

光顕微鏡等でもその場観察ができるよ

うに試験片観察部の真下に透過窓を設

置（ISL-T300 のみ）、④電子顕微鏡等

でもその場観察ができるように磁界を

発生させず、かつ真空対応部材を使用、

⑤その場観察した動画データを取得で

きるように CCD カメラからの画像取

込が可能（専用のCCDカメラが必要）

　本商品は、大学や公的機関をはじめ、

高機能フィルム・繊維・複合材等の高

機能素材や部素材メーカの研究開発部

門をターゲットとして市場の獲得を目

指します。本商品の優位性を活かし、

開発期間・コストの短縮や革新的な研

究により競争力をもつ製品開発が可能

になると想定されることから、当該分

野において評価が可能な装置として認

識されれば国内のみでも 200 台以上の

ニーズがあると考えています。

　今後も「計測技術で日本の未来を創

る」ことを目指し、実現するためにプ

ライベート商品の開発に取組んで行き

ます。


